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共同プロジェクト拠点中間報告書 

拠 点 名 称 産学融合ライフイノベーションセンター（再認定） 

プロジェクト代表者 
所 属 大学院薬学研究院 職 名 教授 

氏 名 前仲 勝実 

認 定 期 間 令和４年４月１日 ～ 令和９年３月31日（５年間） 

拠点の活動テーマ 連続的に医薬品候補を創出する創薬拠点形成 

１．拠点の概要  
（１）背景・必要性・目的 

平成18年度より北大が全学をあげて取り組んできた先端融合イノベーション拠点形成プログラム「未来創薬・医
療イノベーション拠点形成」事業は、10年間のミッションを完了させ、研究成果の中には製品化、薬事承認に貢献
したものもあり、糖鎖・脂質・その他の代謝産物などの機能解析を目指す研究の方向が見えてきた。事業最終年度
の平成28年度に、医薬品候補を連続的創出できる共同プロジェクト拠点として、産学融合ライフイノベーションセ
ンターが認定された。この間に体制をさらに充実し、部局をまたいだ共同研究が進み、AMED等の大型創薬予算や本
学概算機能強化経費の獲得にも成功している。加えて、創薬関連の基礎からレギュラトリーサイエンス、アントレ
プレナーシップ教育といった創薬に関わる幅広い人材育成にも取り組み、大学院講義をHokkaidoサマー・インステ
ィテュート（HSI）へと発展させた。その講義では、国際色豊かな講師陣と学生が集まり、国際社会で通用する創
薬及び生命科学研究者の育成に貢献できる方向に進み、受講者が製薬関連企業に就職する例も増え、目に見える成
果が出ている。また、COVID-19に対する治療薬やワクチン開発では感染症創薬研究の実績を背景に大きな貢献をし
てきた（例えば、２つのプレスリリース：新型コロナウイルス変異株やSARSウイルスに有効な新規抗体の作出に成
功、新規抗体医薬品の開発に期待（令和３年９月）、新型コロナウイルスの増殖を抑える核酸代謝拮抗薬の発見～
コロナウイルスやフラビウイルス等、広域的抗ウイルス薬としての期待～（令和３年９月）があり、海外企業との
連携に進んでいるものもある。さらに、オミクロン株にも効果を示す塩野義製薬の治療薬候補のクライオ電子顕微
鏡解析に成功（令和４年１月）もAMED報告会での報告と日本経済新聞に掲載された成果も出ている）。人類共通の
医療・健康の向上のため、これらの活動は今後も発展的に継続していく必要があり、それには、人獣共通感染症国
際共同研究所、同研究所シオノギ抗ウイルス薬研究部門、創薬科学研究教育センター（薬学研究院）、次世代物質
生命科学研究センター（先端生命科学研究院附属施設）、シオノギ創薬イノベーションセンター（本学と塩野義製
薬との共同研究施設）が有機的に研究、教育両面において相互交流を継続していることが大きなポイントであるた
め、その役割を担っている本共同プロジェクト拠点において引き続き実施していく必要がある。これにより、創薬
開発に向けた製薬企業との共同研究を進めてきた経験を生かし、産地機構と連携を進め、製薬メーカー、医療機器
メーカー、関連したバイオベンチャー企業、化学、食品企業などとの幅広い連携をさらに深めていく。また、北海
道大学病院・臨床研究開発センターと連携し、その成果を橋渡し研究につないで実用化へのプロセスを加速する。
さらに、真にアカデミア創薬を本学で進める体制が整い、学内、学外との人事交流が進むことも期待できる。加え
て、地域企業との共同研究を活性化することにより、本拠点形成により育成される新産業が創薬・医療関連企業の
地域誘致を促進し、地域経済を活性化することを目指す。 

 
当該拠点申請に向けたこれまでの実績や成果 
１）研究水準及び研究の成果等に関する目標 
① 基幹総合大学として幅広い領域で世界水準の研究を展開する。 

原著論文を300報以上の発表を行い、構成員間の共同研究に基づく成果が多く含まれている。また、CNS及
びその姉妹紙への掲載数も含まれ、高い研究水準を達成している。さらに、複数の重要な特許（新型コロナ
ウイルス治療薬等も含む）へとつながる成果も得られ、社会還元に向けた貢献も十分に期待できる。 

 
２）研究実施体制等に関する目標 
① 世界水準の研究を機動的に推進するため、基盤整備を継続的に実施する。 

平成29年度から続くAMED創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業（代表：前仲勝実）のAMED諸事業に参
画することで、BSL3に最新のクライオ電子顕微鏡を導入するなど最先端創薬及び感染症研究に関する機器の
整備・維持を行ってきている。この背景を生かして、AMED（日本医療研究開発機構）のCOVID-19関連予算の
新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業「立体構造解析を基盤にした新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）への革新的抗体医薬の開発」（代表：前仲勝実）、「新型コロナウイルス感染
症（COVID-19）等新興・再興感染症に対する核酸代謝拮抗剤の開発」（分担：前仲勝実）、「アフリカにお
ける新型コロナウイルス感染症対策の確立に向けた研究」（代表：澤洋文）、「新型コロナウイルス感染
症（COVID-19）に対する低分子治療薬開発」（代表：塩野義製薬）（分担：澤洋文）及びウイルス等感染症
対策技術の開発「新型コロナウイルスの信頼性の高い迅速診断システムの開発」（代表：亀山仁彦・産総
研）（分担：澤洋文）にも参画している。 



  

② 大学の知を産業に活かすため、産学官連携を積極的に推進する。 
「産業創出講座」：（株）ダイセル脂質機能解明研究部門設置（平成28年４月～）機能性食品の開発（五

十嵐客員教授）とシオノギ抗ウイルス薬研究部門設置（平成30年４月～）抗ウイルス薬の開発（喜田特別招
聘教授）を継続している。特に、塩野義製薬との共同研究では、人獣共通感染症国際共同研究所及び創薬科
学研究教育センター（化合物ライブラリーの利用）との新型コロナウイルスに対する創薬研究が特筆すべき
成果となっている。産学連携が進み、創薬関連分析機器の開発（コスモバイオ（株））、タンパク質結晶作
成装置の共同開発と販売（シスコン株式会社）、産業技術総合研究所と「新型コロナウイルススパイクタン
パク質の糖鎖構造解析」についての共同研究実施（澤洋文）、さらにバイオ医薬品開発（（株）エヌビィー
健康研究所、国内バイオベンチャーほか）などへと展開が進み、連続した医薬品候補の創出や創薬分析機器
の開発を目指す共同研究が進んでいる。 

 
＜「ライフイノベーションセミナー」「バイオキャンプ」の単位化と実施＞ 

平成27年度に終了した未来創薬・医療イノベーション拠点形成事業（イノベ事業）で実施していた創薬科学特
別講義とイノベ事業とHSIでトライアル実施していたアクティブ・ラーニング型授業を融合し、塩野義製薬、日
本イーライリリー、ニプロ、ブリストル・マイヤーズ・スクイブといった複数の製薬企業の現役研究者が最先端
の創薬的知見についてオムニバス講義である「ライフイノベーションセミナー」（創薬科学特別講義Ⅰ、１単
位）とライフサイエンス系アントレプレナーシップ（起業家精神）ワークショップである「バイオキャン
プ」（創薬科学特別講義Ⅱ、１単位）としてHSI・大学院共通講義として単位化し、実施した。ここ２年間はコ
ロナ禍の困難な状況ではあったが、オンラインも取り入れながら進めた。「ライフイノベーションセミナー」
は、毎年約50名程度が聴講した。また、「バイオキャンプ」に関しては、毎年、韓国・延世大学校、ハルビン工
業大学から参加の大学院生10数名を含む５か国の参加者約30名でZoomを用いてワークショップを行い、ライフサ
イエンスビジネスについて議論を行った。 

 
＜産学融合ライフイノベーションセンター・シンポジウムの実施＞ 

令和２年３月にGI-CoREに認定された“バイオサーフィス創薬グローバルステーション”のスタートと合わせ
て（概算特別経費“バイオサーフィス国際研究教育拠点の形成”）、オックスフォード大学等の海外大学との国
際連携を基盤に創薬に関するモダリティと生物対象の表面バイオサーフィス研究の融合による創薬展開という観
点で令和３年３月国際シンポジウムを開催した。これは全学の主催するオックスフォード大学との連携による北
海道大学交流デー（オックスフォード大学）の一環としても組み入れた。シンポジウムには、ウイルス・免疫学
分野及び構造生物学の分野において顕著な業績のある、オックスフォード大学のSarah Rowland Jones教授、
Simon Davis教授、ヘルシンキ大学のJuha Huiskonen准教授を招いた。第一線で活躍中の研究者から直接、最
新の知見を聞く、創薬へ向けたストラテジーを知る貴重な機会となった。また、本学教員３名が最先端イメージ
ング研究から天然化合物を利用したバイオサーフィス・創薬モダリティ研究の成果を発表した。参加者は国内他
大学から約130名と盛況であった。学生を含む多くの参加者から様々な質問がオンラインのchatで寄せられ、講
演者との間で活発な質疑応答がなされた。GSDメンバーに参画予定のRowland Jones教授、Davis教授、
Huiskonen准教授に学部生及び大学院生の指導をオンラインで行う機会を作った。学生が英語で自分の研究を説
明し、それに対してアドバイスをする形で少人数のオンラインメンタリングとして実施した。このオンライン指
導を再認定後のHSIの講義にも生かす予定である。さらに、クライオ電子顕微鏡などを軸に、創薬科学研究教育
センター（バイオサーフィス創薬GI-CoRE）と人獣共通感染症国際共同研究所等の連携をさらに発展させ、ライ
フイノベーションへ貢献しうるプロジェクトを推進する。 
 

（２）中期目標・中期計画との合致 
Ⅰ 教育研究の質の向上に関する事項 
１．社会との共創 
＜中期目標＞ 

② 世界トップクラスに比肩する研究大学を目指して、戦略的に国際的なプレゼンスを高める分野を定め、
国内外の優秀な研究者や学生を獲得できる教育研究環境（特別な研究費、給与等）を整備する。併せて、
データ基盤を含む最先端の教育研究設備や、産学官を越えた国際的なネットワーク・ハブ機能等の知的資
産が集積する世界最高水準の拠点を構築する。 

→ COVID-19等の感染症に対する研究や治療薬開発に貢献する世界をリードするグローバル研究を行うこと
を本拠点の目標に含むことから、大学の上記中期目標と合致する。 

 
＜中期計画＞ 

②－１ 世界トップレベルの研究拠点の形成を目指す「化学反応創成研究拠点（ICReDD）」や、人獣共通感
染症などの本学の特色を活用した国際連携研究の拠点機能を中核として、国内外の優秀な研究者を獲得す
るとともに、拠点の最先端研究をカリキュラムに反映させた大学院教育を実施することを通して、教育と
連動した世界最高水準の研究拠点を構築する。 

→ 世界で例のないBSL3クライオ電子顕微鏡の開発・運用をオックスフォード大学の協力を得て推進するな
どCOVID-19等の感染症に対する研究や治療薬開発に貢献する世界をリードするグローバル研究を行う計画
であることから、大学の上記中期計画と合致する。 

 
２．教育 
＜中期目標＞ 

⑫ 学生の海外派遣の拡大や、優秀な留学生の獲得と卒業・修了後のネットワーク化、海外の大学と連携し
た国際的な教育プログラムの提供等により、異なる価値観に触れ、国際感覚を持った人材を養成する。 

→ 本センター単独で実施するHokkaidoサマー・インスティテュートを毎年１回開催することを本拠点の目



  

標とすることから、大学の上記中期目標と合致する。 
 

＜中期計画＞ 
⑫－１ 短期プログラムから学位取得プログラムまで、多様な国際教育プログラムを戦略的に実施し、国内
外から優秀な学生を獲得するとともに、全ての学生が国際的学修体験の機会を持つ、デジタル空間を含
む「多文化キャンパス」の展開により、グローバルに活躍できる人材を育成する。 

→ 本センター単独で実施するHokkaidoサマー・インスティテュート（バイオキャンプ）を毎年１回開催す
ることや短期海外派遣インターンシップを行う計画であることから、大学の上記中期計画と合致する。 

 
３．研究 
＜中期目標＞ 

⑭ 真理の探究、基本原理の解明や新たな発見を目指した基礎研究と個々の研究者の内在的動機に基づいて
行われる学術研究の卓越性と多様性を強化する。併せて、時代の変化に依らず、継承・発展すべき学問分
野に対して必要な資源を確保する。 

→ ライフサイエンス・創薬系の研究において、質が高い基礎研究をグローバル連携のもと維持するととも
に、その基礎研究成果を応用し、関連産業への応用を図るべく文理を超えた分野融合・学際的研究を行う
ことを本拠点の目標とすることから、大学の上記中期目標と合致する。 

 
＜中期計画＞ 

⑭－１ 客観性のある論文業績データに基づく分析結果を根拠として、本学が世界に伍する融合研究領域を
抽出する手法を構築する。その上で、構築された手法により抽出された研究領域を発展させる有望な研究
者や研究グループ等を実際に選考して異分野融合研究を促進する施策を全学的規模で実施する。 

→ ライフサイエンス・創薬系の研究において、高いレベルでの基礎研究を維持するとともに、その基礎研
究で創出された研究成果を応用し、関連産業への応用を図るべく文理を超えた分野融合・学際的研究を行
う計画であることから、大学の上記中期計画と合致する。 

 
４．その他社会との共創、教育、研究に関する重要事項 
＜中期目標＞ 

⑱ 国内外の大学や研究所、産業界等との組織的な連携や個々の大学の枠を越えた共同利用・共同研究、教
育関係共同利用等を推進することにより、自らが有する教育研究インフラの高度化や、単独の大学では有
し得ない人的・物的資源の共有・融合による機能の強化・拡張を図る。 

→ 平成18～28年に実施された未来創薬・医療イノベーション拠点形成事業で整備された基盤を生かしつつ
継続的に創薬拠点を形成していくことを本拠点の目標とすることから、大学の上記中期目標と合致する。 

 
＜中期計画＞ 

⑱－１ 本学が有する国際的にも有用な研究資源等を活用した共同利用・共同研究を通じて、国内外研究機
関との共同研究及び研究者間の交流を実施することで、共同利用・共同研究拠点における世界水準の研究
を推進する。 

→ 本拠点には、人獣共通感染症国際共同研究所、次世代ポストゲノム研究センター、創薬科学研究教育セ
ンター、遺伝子病制御研究所、創成研究機構等の附置研究所、共同利用・共同研究拠点、学内共同研究施
設の研究者が参画しており、拠点構成員が連携しながら連続的に医薬品候補を創出する創薬拠点を形成す
る計画であることから、大学の上記中期計画と合致する。 

 
Ⅲ 財務内容の改善に関する事項 

＜中期目標＞ 
㉓ 公的資金のほか、寄附金や産業界からの資金等の受入れを進めるとともに、適切なリスク管理のもとで
の効率的な資産運用や、保有資産の積極的な活用、研究成果の活用促進のための出資等を通じて、財源の
多元化を進め、安定的な財務基盤の確立を目指す。併せて、目指す機能強化の方向性を見据え、その機能
を最大限発揮するため、学内の資源配分の最適化を進める。 

→ 北海道に研究拠点をおくライフサイエンス系企業とのマッチングテーマを推進することを本拠点の目標
とすることから、大学の上記中期目標と合致する。 

 
＜中期計画＞ 

㉓－２ ビジョンを共有する組織対組織型の大型共同研究を中心に、外部資金の獲得額を増加させるととも
に、本学が保有する知的資産について、ライセンス収入を増加させる仕組みの発展に加え、有償提供や商
品化による活用など、価値化に向けた多様な取組を推進する。 

→ 平成18～28年に実施された未来創薬・医療イノベーション拠点形成事業で整備された基盤を生かし塩野
義製薬との連携も深めつつ、さらに新たな大学発スタートアップ企業とのマッチングテーマを推進するイ
ノベーション創薬拠点を形成する計画であることから、大学の上記中期計画と合致する。 
 

（３）活動計画・期待される成果 
共同研究の推進による原著論文執筆や特許出願： 

産地機構と連携してより多くの共同研究を実施し、創薬を指向した基礎ライフサイエンス研究の充実と社会実
装に向けた特許取得へのスムーズな展開を進める。年間：30報以上、特許出願３件程度以上 
 
 



  

最先端創薬センター機器の利用： 
本学概算機能強化経費やAMEDの支援によりクライオ電顕を整備し、特に世界初のBSL3ハイエンドクライオ電子

顕微鏡の整備は世界的な注目を集めるものであり、世界の知に大きく貢献するものと期待できる。これにより感
染症を中心とした疾患に対する創薬研究の顕著な進展を期待している。参加企業の誘致：塩野義製薬・エヌビィ
ー健康研究所・人獣共通感染症国際共同研究所による協働体制に加え、今後さらに同様の連携の構築に向けて企
業誘致に努める。年間：共同研究３件以上 
 

産業創出講座の強化： 
産業創出型IP-Policyを活かした組織対組織型のパートナーシップに基づき、企業研究室を誘致し、産業創出講

座（部門）を強化する。産業創出講座を作るメリットを出せるように共同研究等の実施を進めたいと考えてい
る。年間：産業創出講座１件以上 
HSI科目の実施による創薬に関わる幅広い人材育成：「ライフイノベーションセミナー」（創薬科学特別講義

Ⅰ、１単位）、「バイオキャンプ」（創薬科学特別講義Ⅱ、１単位）の実施及び評価と海外学生の勧誘を進め
る。年間：Hokkaidoサマー・インスティテュート講義２単位以上、海外学生参加数：15名以上 
 
これらを実施することで、新型コロナウイルス治療薬やワクチン開発で重要な役割を果たした本拠点を将来的に

は発展的に改組し、教育研究組織の学内共同施設として、先進創薬科学研究教育センター（仮称）を設置すること
を目指す。 
これにより、本邦の重要拠点として、さらに国際的にも貢献できる創薬開発拠点へと発展することが期待でき

る。医薬品の連続的創出に加え、広くライフサイエンスを基盤とする研究が発展する。その結果、産学融合による
革新的イノベーションへとつながり、Society5.0の実現に寄与することになる。同時に、グローバルに活躍が期待
できる創薬研究者や生命科学研究者、起業家の育成が可能となる。 

 

２．活動内容・進捗状況  
１）研究水準及び研究の成果等に関する目標 
① 基幹総合大学として幅広い領域で世界水準の研究を展開する。 

原著論文を200報以上発表した。構成員間の活発な共同研究成果からCell、Nature、Science及びその姉妹紙へ
の発表が10報以上含まれ、高い研究水準を達成している。さらに、特許出願も６件と順調に進んでいることに加
え、企業連携・導出に成功した複数の創薬シーズ、臨床研究に向かって準備を進める段階の事例もあり、社会還
元に向けて着実に活動を進めている。特に、塩野義製薬による新型コロナウイルス治療薬エンシトレルビル（ゾ
コーバ）の開発に大きく貢献したことは突出した成果であり、本拠点が世界基準であることを明確に示すもので
ある。 
 

２）研究実施体制等に関する目標 
① 世界水準の研究を機動的に推進するため、基盤整備を継続的に実施する。 

AMED生命科学･創薬研究支援基盤事業（BINDS）「クライオ電子顕微鏡等の立体構造・物理化学解析を基軸とし
た統合的創薬支援」（代表者：前仲勝実）に令和４年４月に採択され、世界にも例がほとんどないBSL3へのハイ
エンドクライオ電子顕微鏡の運用を継続している。その結果、令和５年11月にはプレプリントとして世界初の活
性を維持したままのSARS-CoV-2のウイルス構造を発表することに成功し、世界を主導する感染症研究拠点として
の地位を確立した。加えて、最先端創薬及び感染症研究に関する機器の整備・維持・更新を進めている。 
また、AMED/SCARDAワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の形成事業「ワクチン開発のための

世界トップレベル研究開発拠点群北海道シナジーキャンパス」（代表者：澤洋文）、ワクチン・新規モダリティ
研究開発事業「糖ペプチドワクチン：逃避変化しない糖鎖修飾領域を標的とする革新的なワクチンモダリティに
関する研究」（代表者：西村紳一郎）、「革新的アジュバント・ワクチンキャリアの開発と技術支援ならびにデ
ータベースの構築」（分担者：西村紳一郎）、AMED新興・再興感染症研究基盤創生事業（海外拠点研究領
域）「ネットワークコア拠点の設置にかかる研究開発及び支援機能」（分担者：澤洋文）、創薬等ライフサイエ
ンス研究支援基盤事業「全自動大規模結晶化スクリーニングシステムを用いたＸ線結晶構造解析の支援と高度
化」（分担者：姚閔）、生命科学･創薬研究支援基盤事業（BINDS）「中分子天然物・天然物模倣ライブラリー構
築支援と高機能化」（代表者：市川聡）、革新的先端研究開発支援事業（AMED-CREST）「ウイルス免疫逃避に対
抗する液性免疫記憶の進化機序の解明」（分担者：前仲勝実）の参画に成功し、着実に成果を挙げている。 
 

② 大学の知を産業に活かすため、産学官連携を積極的に推進する。 
人獣共通感染症国際共同研究所シオノギ抗ウイルス薬研究部門（塩野義製薬、平成30年４月～）において抗ウ

イルス薬の開発を現在も継続している。加えて、塩野義製薬とは、人獣共通感染症国際共同研究所及び大学院薬
学研究院創薬科学研究教育センターとの創薬に係る共同研究も継続している。大学院先端生命科学研究院脂質機
能解明研究部門（ダイセル、平成28年４月～令和４年３月）における機能性食品の開発では、令和４年度からダ
イセルとの共同研究「認知症予防のための新規機能性健康素材の開発」を継続している。 
さらに、北海道大学発創薬ベンチャー「遠友ファーマ」がシード段階から次のステージに進み、起業・事業化

へと順調に進展している。加えて、デンカ、KMバイオロジクス、扶桑薬品工業、スリー・ディー・マトリック
ス、Oncodesign Precision Medicine、宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所、LTTバイオファーマなどとの共同
研究を進展し、バイオ医薬品開発（エヌビィー健康研究所、国内バイオベンチャーほか）に係る共同研究の展開
も進み、連続した医薬品候補の創出や創薬分析機器の開発が進んでいる。 

 
 
 



  

３）中期目標・中期計画 
Ⅰ 教育研究の質の向上に関する事項 
１．社会との共創 
＜中期目標＞ 

② 世界トップクラスに比肩する研究大学を目指して、戦略的に国際的なプレゼンスを高める分野を定め、
国内外の優秀な研究者や学生を獲得できる教育研究環境（特別な研究費、給与等））を整備する。併せ
て、データ基盤を含む最先端の教育研究設備や、産学官を越えた国際的なネットワーク・ハブ機能等の知
的資産が集積する世界最高水準の拠点を構築する。 

→ COVID-19等の感染症に対する研究や治療薬開発に貢献する世界をリードするグローバル研究を行うこと
を本拠点の目標に含むことから、大学の上記中期目標と合致する。 

 
＜中期計画＞ 

②－１ 世界トップレベルの研究拠点の形成を目指す「化学反応創成研究拠点（ICReDD）」や、人獣共通感
染症などの本学の特色を活用した国際連携研究の拠点機能を中核として、国内外の優秀な研究者を獲得す
るとともに、拠点の最先端研究をカリキュラムに反映させた大学院教育を実施することを通して、教育と
連動した世界最高水準の研究拠点を構築する。 

→ 世界で例のないBSL3クライオ電子顕微鏡の開発・運用をオックスフォード大学の協力を得て推進するな
どCOVID-19等の感染症に対する研究や治療薬開発に貢献する世界をリードするグローバル研究を行う計画
であることから、大学の上記中期計画と合致する。 

 
＜活動内容・進捗状況等＞ 

医薬品候補の連続的創出体制を世界トップレベルで構築するとともに、国際拠点として感染症研究を中心
に海外機関との連携を図っている。これらのことから、SDGs/Society5.0に貢献するイノベーションが今後
も期待できる。また、Hokkaidoサマー・インスティテュートを軸に国際的な活躍が期待される生命科学研究
者・起業家の育成に先導的に取り組んでいる。 

 
２．教育 
＜中期目標＞ 
⑫ 学生の海外派遣の拡大や、優秀な留学生の獲得と卒業・修了後のネットワーク化、海外の大学と連携し
た国際的な教育プログラムの提供等により、異なる価値観に触れ、国際感覚を持った人材を養成する。 

→ 本センター単独で実施するHokkaidoサマー・インスティテュートを毎年１回開催することを本拠点の目
標とすることから、大学の上記中期目標と合致する。 

 
＜中期計画＞ 
⑫－１ 短期プログラムから学位取得プログラムまで、多様な国際教育プログラムを戦略的に実施し、国内
外から優秀な学生を獲得するとともに、全ての学生が国際的学修体験の機会を持つ、デジタル空間を含
む「多文化キャンパス」の展開により、グローバルに活躍できる人材を育成する。 

→ 本センター単独で実施するHokkaidoサマー・インスティテュート（バイオキャンプ）を毎年１回開催す
ることや短期海外派遣インターンシップを行う計画であることから、大学の上記中期計画と合致する。 

 
＜活動内容・進捗状況等＞ 

Hokkaidoサマー・インスティテュートにおいて「ライフイノベーションセミナー」（創薬科学特別講義
Ⅰ、１単位）、「先端創薬学特論」（創薬科学特別講義Ⅱ、１単位）、「バイオ医薬学基礎特論」（創薬科
学特別講義Ⅱ、１単位）及び「バイオキャンプ」（創薬科学特別講義Ⅱ、１単位）を継続して実施するとと
もに、複数の製薬企業の研究者が最先端の創薬的知見を教授するライフサイエンス系アントレプレナーシッ
プワークショップを行った。最先端のクライオ電子顕微鏡を活用した実習も組み入れ、全ての年度において
韓国・延世大学校などを含む５か国の大学院生等30人程度の参加を得た。 
また、令和６年度産学融合ライフイノベーションセンター・シンポジウムとともに第30回ファーマサイエ

ンスフォーラムを若手研究者及び学生を主体として共同開催し、主に日韓の研究者・学生160人程度の参加
を得た。なお、第28回ファーマサイエンスフォーラムではアメリカ、イギリス、台湾からの国際講演、若手
シンポジウム等により73人の参加、第29回ファーマサイエンスフォーラムでは米国からのトップ研究者招
聘、創薬拠点の紹介とタンパク質構造解析研究者による結晶及びクライオ電子顕微鏡解析に関する講演によ
り70人の参加を得た。 
さらに、クライオ電顕workshopをAMED-BINDSとの共催で開催した。23人（海外からの参加者が半数以上）

の参加があり、本学の創薬拠点を海外機関に発信するとともに、世界拠点として国際的な貢献に繋がったこ
とを踏まえ、今後も継続・拡張する予定である。他にも台湾・陽明交通大学、タイ・マヒドン大学、韓国蛋
白質科学会等のクライオ電子顕微鏡シンポジウムで招待講演を行い、アジア連携の構築に向けた取組が進展
した。 
加えて、日本学術振興会及び韓国研究者会シンポジウムに招待され、日本学術振興会中国部署（東アジア

担当）、韓国大使館、韓国研究財団の主催により、日韓交流を進めるための講演を行った。 
 

３．研究 
＜中期目標＞ 

⑭ 真理の探究、基本原理の解明や新たな発見を目指した基礎研究と個々の研究者の内在的動機に基づいて
行われる学術研究の卓越性と多様性を強化する。併せて、時代の変化に依らず、継承・発展すべき学問分
野に対して必要な資源を確保する。 



  

→ ライフサイエンス・創薬系の研究において、質が高い基礎研究をグローバル連携のもと維持するととも
に、その基礎研究成果を応用し、関連産業への応用を図るべく文理を超えた分野融合・学際的研究を行う
ことを本拠点の目標とすることから、大学の上記中期目標と合致する。 

 
＜中期計画＞ 

⑭－１ 客観性のある論文業績データに基づく分析結果を根拠として、本学が世界に伍する融合研究領域を
抽出する手法を構築する。その上で、構築された手法により抽出された研究領域を発展させる有望な研究
者や研究グループ等を実際に選考して異分野融合研究を促進する施策を全学的規模で実施する。 

→ ライフサイエンス・創薬系の研究において、高いレベルでの基礎研究を維持するとともに、その基礎研
究で創出された研究成果を応用し、関連産業への応用を図るべく文理を超えた分野融合・学際的研究を行
う計画であることから、大学の上記中期計画と合致する。 

 
＜活動内容・進捗状況等＞ 

AMED生命科学･創薬研究支援基盤事業（BINDS）「クライオ電子顕微鏡等の立体構造・物理化学解析を基軸
とした統合的創薬支援」（代表者：前仲勝実）に令和４年４月に採択され、世界にも例がほとんどないBSL3
へのハイエンドクライオ電子顕微鏡の運用を継続している。その結果、令和５年11月にはプレプリントとし
て世界初の活性を維持したままのSARS-CoV-2のウイルス構造を発表することに成功し、世界を主導する感染
症研究拠点としての地位を確立した。加えて、最先端創薬及び感染症研究に関する機器の整備・維持・更新
を進めている。 
 

４．その他社会との共創、教育、研究に関する重要事項 
＜中期目標＞ 

⑱ 国内外の大学や研究所、産業界等との組織的な連携や個々の大学の枠を越えた共同利用・共同研究、教
育関係共同利用等を推進することにより、自らが有する教育研究インフラの高度化や、単独の大学では有
し得ない人的・物的資源の共有・融合による機能の強化・拡張を図る。 

→ 平成18～28年に実施された未来創薬・医療イノベーション拠点形成事業で整備された基盤を生かしつつ
継続的に創薬拠点を形成していくことを本拠点の目標とすることから、大学の上記中期目標と合致する。 

 
＜中期計画＞ 

⑱－１ 本学が有する国際的にも有用な研究資源等を活用した共同利用・共同研究を通じて、国内外研究機
関との共同研究及び研究者間の交流を実施することで、共同利用・共同研究拠点における世界水準の研究
を推進する。 

→ 本拠点には、人獣共通感染症国際共同研究所、次世代ポストゲノム研究センター、創薬科学研究教育セ
ンター、遺伝子病制御研究所、創成研究機構等の附置研究所、共同利用・共同研究拠点、学内共同利用研
究施設の研究者が参画しており、拠点構成員が連携しながら連続的に医薬品候補を創出する創薬拠点を形
成する計画であることから、大学の上記中期計画と合致する。 

 
＜活動内容・進捗状況等＞ 

AMED生命科学･創薬研究支援基盤事業（BINDS）「クライオ電子顕微鏡等の立体構造・物理化学解析を基軸
とした統合的創薬支援」を推進したほか、学内の共用機器の掘り起こし、学内公募型共用促進プロジェクト
REBORN等に積極的に参画するとともに、創成研究機構グローバルファシリティセンターと連携することで、
本拠点の構成員はもちろんのこと学内外のユーザーの共用機器利用において、サステイナブルな管理運用を
推進している。 

 
Ⅱ 財務内容の改善に関する事項 
＜中期目標＞ 

㉓ 公的資金のほか、寄附金や産業界からの資金等の受入れを進めるとともに、適切なリスク管理のもとで
の効率的な資産運用や、保有資産の積極的な活用、研究成果の活用促進のための出資等を通じて、財源の
多元化を進め、安定的な財務基盤の確立を目指す。併せて、目指す機能強化の方向性を見据え、その機能
を最大限発揮するため、学内の資源配分の最適化を進める。 

→ 北海道に研究拠点をおくライフサイエンス系企業とのマッチングテーマを推進することを本拠点の目標
とすることから、大学の上記中期目標と合致する。 

 
＜中期計画＞ 

㉓－２ ビジョンを共有する組織対組織型の大型共同研究を中心に、外部資金の獲得額を増加させるととも
に、本学が保有する知的資産について、ライセンス収入を増加させる仕組みの発展に加え、有償提供や商
品化による活用など、価値化に向けた多様な取組を推進する。 

→ 平成18～28年に実施された未来創薬・医療イノベーション拠点形成事業で整備された基盤を生かし塩野
義製薬との連携も深めつつ、さらに新たな大学発スタートアップ企業とのマッチングテーマを推進するイ
ノベーション創薬拠点を形成する計画であることから、大学の上記中期計画と合致する。 

 
＜活動内容・進捗状況等＞ 

AMED/SCARDAワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の形成事業「ワクチン開発のための世界
トップレベル研究開発拠点群北海道シナジーキャンパス」（代表者：澤洋文）をはじめとする種々の大型外
部資金を獲得した。また、北海道大学発創薬ベンチャー「遠友ファーマ」がシード段階から次のステージに
進み、起業・事業化へと順調に進展しているほか、企業との共同研究に成功した例が10件以上あることか



  

ら、さらなる発展が期待できる。 
 
４）拠点全体の状況 
共同研究の推進による原著論文執筆や特許出願： 

１）①のとおり、Cell、Nature、Science及びその姉妹紙への発表10報以上を含む原著論文を200報以上発表し
た。また、６件の特許出願を行った。 
 

最先端創薬センター機器の利用： 
２）②のとおり、創薬に関する塩野義製薬との共同研究、機能性食品の開発に関するダイセルとの共同研究、

デンカ、KMバイオロジクス、扶桑薬品工業、スリー・ディー・マトリックス、Oncodesign Precision Medicine、
宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所、LTTバイオファーマなどとの共同研究を行った。 
 

産業創出講座の強化： 
２）②のとおり、シオノギ抗ウイルス薬研究部門において抗ウイルス薬の開発、創薬研究を継続している。ま

た、大学院先端生命科学研究院脂質機能解明研究部門においてダイセルとの共同研究「認知症予防のための新規
機能性健康素材の開発」を継続している。さらに、北海道大学発創薬ベンチャー「遠友ファーマ」がシード段階
から次のステージに進み、起業・事業化へと順調に進展している。 
加えて、３）２のとおり、Hokkaidoサマー・インスティテュートにおいてライフイノベーションセミナー、先

端創薬学特論、バイオ医薬学基礎特論、バイオキャンプを継続して実施するとともに、クライオ電子顕微鏡実習
として単粒子解析を行った。 
 

３．拠点活動の成果  

〔著書〕 
1. BSL3クライオ電子顕微鏡を用いた感染症創薬・ワクチン研究とその展望、前仲勝実、福原秀雄、Hisham 

Dokainish、安楽佑樹、喜多俊介、実験医学増刊号『All JAPANで挑むアカデミア創薬研究の最新戦略』（令和
６年１月）編集：善光龍哉（AMED）、辻川和丈（大阪大学） 

2. 新型コロナウイルス感染症に対する抗体医薬品の開発、北海道大学大学院薬学研究院、喜多俊介、前仲勝実、
道薬誌ブラッシュアップ講座（令和５年11月） 

3. SARS-CoV-2感染と中和抗体開発、安楽佑樹、喜多俊介、福原秀雄、前仲勝実、月刊臨床免疫・アレルギー科
77（５）、令和４年 

4. SARS-CoV-2ウイルスの進化に対抗する抗体開発の現状と展望、湯本航平、森山彩野、前仲勝実、高橋宜聖、実
験医学増刊”治療の可能性が広がる抗体医薬”Vol.40 No.20、令和４年12月５日 

5. 蛋白質科学における計画的セレンディピティ—Planned serendipity in protein science—特集計画的セレンディ
ピティが医学・創薬を革新する！、前仲勝実、医学のあゆみ282（９）801-804、令和４年８月27日 

6. Development of Integrated Database for Experiments and Simulations. Issaku Yamada, Naoki Kimura, 
Takao Nomura, Satoko Otsuguro, Hiroyuki Miyachi, Yasuteru Shigeta, Katsumi Maenaka, Yakugaku zasshi : 
Journal of the Pharmaceutical Society of Japan 144（5） 539-543、令和６年 

7. Challenges Facing Middle Molecule Drug Discovery and How to Overcome Them]. Hiroyuki Miyachi, Katsumi 
Maenaka, Yakugaku zasshi : Journal of the Pharmaceutical Society of Japan 144（5）527-528、令和６年 

8. 研究留学実践ガイド（羊土社）、園下将大ら、令和６年９月13日 
9. BIO Clinica令和５年９月号、園下将大ら、膵臓がん研究の最前線、令和５年８月16日 
 
〔学術論文〕 
10. Identification of BAY61-3606 Derivatives With Improved Activity in Splicing Modulation That Induces 

Inclusion of Cassette Exons Similar to the Splicing Factor 3B Subunit 1 Mutation. Matsumaru T, Iwamatsu 
T, Ishigami K, Inai M, Kanto W, Ishigaki A, Toyoda A, Shuto S, Maenaka K, Nakagawa S, Maita H. Chem 
Biol Drug Des. 2024 Oct;104（4）:e70002. doi: 10.1111/cbdd.70002. 

11. Structural basis for receptor-binding domain mobility of the spike in SARS-CoV-2 BA.2.86 and JN.1. 
Yajima H, Anraku Y, Kaku Y, Kimura KT, Plianchaisuk A, Okumura K, Nakada-Nakura Y, Atarashi Y, Hemmi 
T, Kuroda D, Takahashi Y, Kita S, Sasaki J, Sumita H; Genotype to Phenotype Japan （G2P-Japan） 
Consortium; Ito J, Maenaka K, Sato K, Hashiguchi T. Nat Commun. 2024 Oct 7;15（1）:8574. doi: 
10.1038/s41467-024-52808-2. 

12. Chlamydia trachomatis L2 434/Bu readily activates glycolysis under hypoxia for efficient metabolism. 
Li R, Zhang S, Otsuguro S, Nagao M, Matsuda A, Thapa J, Okubo T, Maenaka K, Higashi H, Yamaguchi H. 
Biochem Biophys Res Commun. 2024 Aug 6;736:150461. doi: 10.1016/j.bbrc.2024.150461. 

13. Glycan-shielded homodimer structure and dynamical features of the canine distemper virus hemagglutinin 
relevant for viral entry and efficient vaccination. Fukuhara H, Yumoto K, Sako M, Kajikawa M, Ose T, 
Kawamura M, Yoda M, Chen S, Ito Y, Takeda S, Mwaba MH, Wang J, Hashiguchi T, Kamishikiryo J, Maita N, 
Kitatsuji C, Takeda M, Kuroki K, Maenaka K*. eLife, 2024, Jul 24;12:RP88929. doi: 10.7554/eLife.88929. 

14. Virological characteristics of the SARS-CoV-2 Omicron EG.5.1 variant. Tsujino S, Deguchi S, Nomai T, 
Padilla-Blanco M, Plianchaisuk A, Wang L, Begum MM, Uriu K, Mizuma K, Nao N, Kojima I, Tsubo T, Li J, 
Matsumura Y, Nagao M, Oda Y, Tsuda M, Anraku Y, Kita S, Yajima H, Sasaki-Tabata K, Guo Z, Hinay AA 
Jr, Yoshimatsu K, Yamamoto Y, Nagamoto T, Asakura H, Nagashima M, Sadamasu K, Yoshimura K, Nasser H, 
Jonathan M, Putri O, Kim Y, Chen L, Suzuki R, Tamura T, Maenaka K, Irie T, Matsuno K, Tanaka S, Ito 
J, Ikeda T, Takayama K, Zahradnik J, Hashiguchi T, Fukuhara T, Sato K; Genotype to Phenotype 



  

Japan （G2PJapan） Consortium. Microbiol Immunol. 2024 Jul 4. doi: 10.1111/1348-0421.13165. Online 
ahead of print. 

15. Structural delineation and computational design of SARS-CoV-2-neutralizing antibodies against Omicron 
subvariants. Saya Moriyama, Yuki Anraku, Shunta Taminishi, Yu Adachi, Daisuke Kuroda, Shunsuke Kita, 
Yusuke Higuchi, Yuhei Kirita, Ryutaro Kotaki, Keisuke Tonouchi, Kohei Yumoto, Tateki Suzuki, Taiyou 
Someya, Hideo Fukuhara, Yudai Kuroda, Tsukasa Yamamoto, Taishi Onodera, Shuetsu Fukushi, Ken Maeda, 
Fukumi Nakamura-Uchiyama, Takao Hashiguchi, Atsushi Hoshino, Katsumi Maenaka, Yoshimasa Takahashi 
Nature communications 14（1） 4198-4198 令和５年７月14日、査読有り 

16. Rational in silico design identifies two mutations that restore UT28K SARS-CoV-2 monoclonal antibody 
activity against Omicron BA.1. Tatsuhiko Ozawa, Yoshiki Ikeda, Liuan Chen, Rigel Suzuki, Atsushi 
Hoshino, Akira Noguchi, Shunsuke Kita, Yuki Anraku, Emiko Igarashi, Yumiko Saga, Noriko Inasaki, 
Shunta Taminishi, Jiei Sasaki, Yuhei Kirita, Hideo Fukuhara, Katsumi Maenaka, Takao Hashiguchi, 
Takasuke Fukuhara, Kenichi Hirabayashi, Hideki Tani, Hiroyuki Kishi, Hideki Niimi Structure （London, 
England : 1993） 32（3） 263-272 令和６年３月７日 

17. Protocol to identify the ligand binding site of Mincle using NMR spectroscopy. Atsushi Furukawa, 
Hiroyuki Kumeta, Takashi Saitoh, Katsumi Maenaka, STAR protocols 5（2） 102996-102996 令和６年４月
３日 

18. Virological characteristics of the SARS-CoV-2 Omicron XBB.1.5 variant. Tomokazu Tamura, Takashi Irie, 
Sayaka Deguchi, Hisano Yajima, Masumi Tsuda, Hesham Nasser, Keita Mizuma, Arnon Plianchaisuk, Saori 
Suzuki, Keiya Uriu, Mst Monira Begum, Ryo Shimizu, Michael Jonathan, Rigel Suzuki, Takashi Kondo, 
Hayato Ito, Akifumi Kamiyama, Kumiko Yoshimatsu, Maya Shofa, Rina Hashimoto, Yuki Anraku, Kanako 
Terakado Kimura, Shunsuke Kita, Jiei Sasaki, Kaori Sasaki-Tabata, Katsumi Maenaka, Naganori Nao, Lei 
Wang, Yoshitaka Oda, Terumasa Ikeda, Akatsuki Saito, Keita Matsuno, Jumpei Ito, Shinya Tanaka, Kei 
Sato, Takao Hashiguchi, Kazuo Takayama, Takasuke Fukuhara Nature communications 15（1） 1176-1176 
令和６年２月８日 

19. Thermostability and binding properties of single-chained Fv fragments derived from therapeutic 
antibodies. Takashi Tadokoro, Harumi Tsuboi, Kota Nakamura, Tetsushi Hayakawa, Reo Ohmura, Izumi 
Kato, Masaki Inoue, Shin-Ichi Tsunoda, Sayaka Niizuma, Yukari Okada, Satoko Otsuguro, Katsumi Maenaka, 
Protein science : a publication of the Protein Society 33（7） e5084 令和６年７月 

20. Molecular and structural insights into SARS-CoV-2 evolution: from BA.2 to XBB subvariants. Hisano 
Yajima, Tomo Nomai, Kaho Okumura, Katsumi Maenaka, Jumpei Ito, Takao Hashiguchi, Kei Sato mBio 
e0322023 令和６年９月16日 

21. Chlamydia trachomatis L2 434/Bu readily activates glycolysis under hypoxia for efficient metabolism. 
Ruiyu Li, Saicheng Zhang, Satoko Otsuguro, Manabu Nagao, Akira Matsuda, Jeewan Thapa, Torahiko Okubo, 
Katsumi Maenaka, Hideaki Higashi, Hiroyuki Yamaguchi  Biochemical and biophysical research 
communications 736 150461-150461 令和６年８月６日 

22. 2-thiouridine is a broad-spectrum antiviral nucleoside analogue against positive-strand RNA viruses. 
Kentaro Uemura, Haruaki Nobori, Akihiko Sato, Shinsuke Toba, Shinji Kusakabe, Michihito Sasaki, 
Koshiro Tabata, Keita Matsuno, Naoyoshi Maeda, Shiori Ito, Mayu Tanaka, Yuki Anraku, Shunsuke Kita, 
Mayumi Ishii, Kayoko Kanamitsu, Yasuko Orba, Yoshiharu Matsuura, William W Hall, Hirofumi Sawa, 
Hiroshi Kida, Akira Matsuda, Katsumi Maenaka, Proceedings of the National Academy of Sciences of the 
United States of America 120（42） e2304139120 令和５年10月17日 

23. Beneficial effects of a new neuroprotective compound in neuronal cells and MPTP-administered mouse 
model of Parkinson's disease. Izumi Kato, Yudai Ogawa, Fumika Yakushiji, Jiro Ogura, Masaki Kobayashi, 
Naoya Shindo, Satoshi Ichikawa, Katsumi Maenaka, Masahiro Sakaitani  Chemical 
communications （Cambridge, England） 59（82） 12306-12309 令和５年９月27日 

24. Protein kinase Cβ is involved in cigarette smoke gas phase-induced ferroptosis in J774 macrophages. 
Tsunehito Higashi, Haruka Handa, Yosuke Mai, Katsumi Maenaka, Takashi Tadokoro  Journal of 
pharmacological sciences 153（1） 22-25 令和５年９月 

25. Structural basis for plastic glycolipid recognition of the C-type lectin Mincle Atsushi Furukawa, 
Yusuke Shuchi, Jiaqi Wang, Pablo Adrian Guillen-Poza, Shigenari Ishizuka, Misuzu Kagoshima, Risa 
Ikeno, Hiroyuki Kumeta, Sho Yamasaki, Takanori Matsumaru, Takashi Saitoh, Katsumi Maenaka, Structure 
31（9） 1077-1085 令和５年６月 

26. Virological characteristics of the SARS-CoV-2 XBB variant derived from recombination of two Omicron 
subvariants. Tomokazu Tamura, Jumpei Ito, Keiya Uriu, Jiri Zahradnik, Izumi Kida, Yuki Anraku, Hesham 
Nasser, Maya Shofa, Yoshitaka Oda, Spyros Lytras, Naganori Nao, Yukari Itakura, Sayaka Deguchi, Rigel 
Suzuki, Lei Wang, Mst Monira Begum, Shunsuke Kita, Hisano Yajima, Jiei Sasaki, Kaori Sasaki-Tabata, 
Ryo Shimizu, Masumi Tsuda, Yusuke Kosugi, Shigeru Fujita, Lin Pan, Daniel Sauter, Kumiko Yoshimatsu, 
Saori Suzuki, Hiroyuki Asakura, Mami Nagashima, Kenji Sadamasu, Kazuhisa Yoshimura, Yuki Yamamoto, 
Tetsuharu Nagamoto, Gideon Schreiber, Katsumi Maenaka, Takao Hashiguchi, Terumasa Ikeda, Takasuke 
Fukuhara, Akatsuki Saito, Shiya Tanaka, Keita Matsuno, Kazuo Takayama, Kei Sato Nature communications 
14（1） 2800-2800 令和５年５月16日 

27. An Electron-Deficient CpE Iridium（III） Catalyst: Synthesis, Characterization, and Application to 
Ether-Directed C-H Amidation. Eiki Tomita, Masahiro Kojima, Yuki Nagashima, Ken Tanaka, Haruki 
Sugiyama, Yasutomo Segawa, Atsushi Furukawa, Katsumi Maenaka, Satoshi Maeda, Tatsuhiko Yoshino, 
Shigeki Matsunaga Angewandte Chemie （International ed. in English） 62（21） e202301259 令和５年３



  

月14日 
28. Ready-to-Use-Type Lyophilized Lipid Nanoparticle Formulation for the Postencapsulation of Messenger 

RNA. Hiroki Tanaka, Shinya Hagiwara, Daiki Shirane, Takuma Yamakawa, Yuka Sato, Chika Matsumoto, 
Kota Ishizaki, Miho Hishinuma, Katsuyuki Chida, Kasumi Sasaki, Etsuo Yonemochi, Keisuke Ueda, Kenjirou 
Higashi, Kunikazu Moribe, Takashi Tadokoro, Katsumi Maenaka, Sakura Taneichi, Yuta Nakai, Kota Tange, 
Yu Sakurai, Hidetaka Akita ACS nano 17（3） 2588-2601 令和５年１月31日 

29. Intraocular human cytomegaloviruses of ocular diseases are distinct from those of viremia and are 
capable of escaping from innate and adaptive immunity by exploiting HLA-E-mediated peripheral and 
central tolerance（Front. Immunol., （2022）, 13, （1008220）, 10.3389/fimmu.2022.1008220） Mariko 
Shirane, Nobuyo Yawata, Daisuke Motooka, Kensuke Shibata, Seik Soon Khor, Yosuke Omae, Toshikatsu 
Kaburaki, Ryoji Yanai, Hisashi Mashimo, Satoshi Yamana, Takako Ito, Akira Hayashida, Yasuo Mori, 
Akihiko Numata, Yusuke Murakami, Kohta Fujiwara, Nobuyuki Ohguro, Mayumi Hosogai, Masato Akiyama, 
Eiichi Hasegawa, Michael Paley, Atsunobu Takeda, Katsumi Maenaka, Koichi Akashi, Wayne M. Yokoyama, 
Katsushi Tokunaga, Makoto Yawata, Koh Hei Sonoda Frontiers in Immunology 13 1124440-1124440 令和５
年１月５日 

30. Dihydromaniwamycin E, a Heat-Shock Metabolite from Thermotolerant Streptomyces sp. JA74, Exhibiting 
Antiviral Activity against Influenza and SARS-CoV-2 Viruses. Shun Saito, Kayo Funayama, Wataru Kato, 
Mayu Okuda, Meiko Kawamoto, Teruhiko Matsubara, Toshinori Sato, Akihiko Sato, Satoko Otsuguro, 
Michihito Sasaki, Yasuko Orba, Hirofumi Sawa, Katsumi Maenaka, Kazutoshi Shindo, Masaya Imoto, Midori 
A Arai Journal of natural products 85（11） 2583-2591 令和４年11月25日 

31. Virological characteristics of the SARS-CoV-2 Omicron BA.2.75 variant. Akatsuki Saito, Tomokazu 
Tamura, Jiri Zahradnik, Sayaka Deguchi, Koshiro Tabata, Yuki Anraku, Izumi Kimura, Jumpei Ito, Daichi 
Yamasoba, Hesham Nasser, Mako Toyoda, Kayoko Nagata, Keiya Uriu, Yusuke Kosugi, Shigeru Fujita, Maya 
Shofa, Mst Monira Begum, Ryo Shimizu, Yoshitaka Oda, Rigel Suzuki, Hayato Ito, Naganori Nao, Lei Wang, 
Masumi Tsuda, Kumiko Yoshimatsu, Jin Kuramochi, Shunsuke Kita, Kaori Sasaki-Tabata, Hideo Fukuhara, 
Katsumi Maenaka, Yuki Yamamoto, Tetsuharu Nagamoto, Hiroyuki Asakura, Mami Nagashima, Kenji Sadamasu, 
Kazuhisa Yoshimura, Takamasa Ueno, Gideon Schreiber, Akifumi Takaori-Kondo, Kotaro Shirakawa, Hirofumi 
Sawa, Takashi Irie, Takao Hashiguchi, Kazuo Takayama, Keita Matsuno, Shinya Tanaka, Terumasa Ikeda, 
Takasuke Fukuhara, Kei Sato Cell host & microbe 30（11） 1540-1555 令和４年11月９日 

32. Genome-wide CRISPR screens identify CD48 defining susceptibility to NK cytotoxicity in peripheral T-
cell lymphomas. Masahiro Chiba, Joji Shimono, Takashi Ishio, Norio Takei, Kohei Kasahara, Reiki 
Ogasawara, Takahide Ara, Hideki Goto, Koh Izumiyama, Satoko Otsuguro, Liyanage P Perera, Hiroo 
Hasegawa, Michiyuki Maeda, Satoshi Hashino, Katsumi Maenaka, Takanori Teshima, Thomas A Waldmann, 
Yibin Yang, Masao Nakagawa Blood 140（18） 1951-1963 令和４年11月３日 

33. High-Throughput Screening Assay Identifies Berberine and Mubritinib as Neuroprotection Drugs for 
Spinal Cord Injury via Blood-Spinal Cord Barrier Protection. Yuki Suzuki, Shinsuke Nakagawa, Takeshi 
Endo, Akihito Sotome, Rufei Yuan, Tsuyoshi Asano, Satoko Otsuguro, Katsumi Maenaka, Norimasa Iwasaki, 
Ken Kadoya Neurotherapeutics : the journal of the American Society for Experimental NeuroTherapeutics 
19（6） 1976-1991 令和４年10月 

34. Hydrophobic Alpha-Helical Short Peptides in Overlapping Reading Frames of the Coronavirus Genome 
Takashi Okura, Kazuya Shirato, Masatoshi Kakizaki, Satoko Sugimoto, Shutoku Matsuyama, Tomohisa 
Tanaka, Yohei Kume, Mina Chishiki, Takashi Ono, Kohji Moriishi, Masashi Sonoyama, Mitsuaki Hosoya, 
Koichi Hashimoto, Katsumi Maenaka, Makoto Takeda Pathogens 11（8） 877-877 令和４年８月３日 

35. Structure of the human galanin receptor 2 bound to galanin and Gq reveals the basis of ligand 
specificity and how binding affects the G-protein interface. Yunseok Heo, Naito Ishimoto, Ye-Eun 
Jeon, Ji-Hye Yun, Mio Ohki, Yuki Anraku, Mina Sasaki, Shunsuke Kita, Hideo Fukuhara, Tatsuya Ikuta, 
Kouki Kawakami, Asuka Inoue, Katsumi Maenaka, Jeremy R H Tame, Weontae Lee, Sam-Yong Park PLoS 
biology 20（8） e3001714 令和４年８月 

36. Identification of RPL15 60S Ribosomal Protein as a Novel Topotecan Target Protein That Correlates 
with DAMP Secretion and Antitumor Immune Activation. Shunsuke Yamada, Yuichi Kitai, Takashi Tadokoro, 
Runa Takahashi, Haruka Shoji, Taiga Maemoto, Marie Ishiura, Ryuta Muromoto, Jun-Ichi Kashiwakura, Ken 
J Ishii, Katsumi Maenaka, Taro Kawai, Tadashi Matsuda Journal of immunology （Baltimore, Md. : 1950） 
209（1） 171-179 令和４年６月20日 

37. Low-Cost Cell-Surface-Mimic Analysis of Ligand Interactions of Biotinylated Immune Receptors Using 
Surface Plasmon Resonance. Kimiko Kuroki, Hideo Fukuhara, Takashi Tadokoro, Katsumi Maenaka, Methods 
in molecular biology （Clifton, N.J.） 2421 21-35 令和４年６月 

38. Novel super-neutralizing antibody UT28K is capable of protecting against infection from a wide variety 
of SARS-CoV-2 variants. Tatsuhiko Ozawa, Hideki Tani, Yuki Anraku, Shunsuke Kita, Emiko Igarashi, 
Yumiko Saga, Noriko Inasaki, Hitoshi Kawasuji, Hiroshi Yamada, So-Ichiro Sasaki, Mayu Somekawa, Jiei 
Sasaki, Yoshihiro Hayakawa, Yoshihiro Yamamoto, Yoshitomo Morinaga, Nobuyuki Kurosawa, Masaharu Isobe, 
Hideo Fukuhara, Katsumi Maenaka, Takao Hashiguchi, Hiroyuki Kishi, Isao Kitajima, Shigeru Saito, 
Hideki Niimi mAbs 14（1） 2072455-2072455 令和４年６月 

39. Impact of Micropolymorphism Outside the Peptide Binding Groove in the Clinically Relevant Allele HLA-
C*14 on T Cell Responses in HIV-1 Infection. Takayuki Chikata, Wayne Paes, Nozomi Kuse, Thomas 
Partridge, Hiroyuki Gatanaga, Yu Zhang, Kimiko Kuroki, Katsumi Maenaka, Nicola Ternette, Shinichi 
Oka, Persephone Borrow, Masafumi Takiguchi Journal of virology 96（10） e0043222、令和４年５月25日 



  

40. Binding of LAG-3 to stable peptide-MHC class II limits T cell function and suppresses autoimmunity 
and anti-cancer immunity. Takumi Maruhashi, Daisuke Sugiura, Il-Mi Okazaki, Kenji Shimizu, Takeo K 
Maeda, Jun Ikubo, Harunori Yoshikawa, Katsumi Maenaka, Naozumi Ishimaru, Hidetaka Kosako, Tatsuya 
Takemoto, Taku Okazaki Immunity 55（5） 912-924、令和４年４月５日 

41. Photoinduced dual bond rotation of a nitrogen-containing system realized by chalcogen substitution 
Shotaro Nagami, Rintaro Kaguchi, Taichi Akahane, Yu Harabuchi, Tohru Taniguchi, Kenji Monde, Satoshi 
Maeda, Satoshi Ichikawa, Akira Katsuyama Nature Chemistry 令和６年２月28日、査読有り 

42. Racemization of the substrate and product by serine palmitoyltransferase from Sphingobacterium 
multivorum yields two enantiomers of the product from d-serine Hiroko Ikushiro, Takumi Honda, Yuta 
Murai, Taiki Murakami, Aya Takahashi, Taiki Sawai, Haruna Goto, Shin-ichi Ikushiro, Ikuko Miyahara, 
Yoshio Hirabayashi, Nobuo Kamiya, Kenji Monde, Takato Yano Journal of Biological Chemistry 300（3） 
105728-105728、令和６年３月、査読有り 
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ルス学会学術集会、出島メッセ長崎、令和４年11月15日、国内、口頭 

333. 板倉友香里、田畑耕史郎、Kittiya Intaruck、岸本麻衣、伊藤直人、大場靖子、澤洋文、佐々木道仁、狂犬病ウ
イルスの弾丸状粒子形成におけるM蛋白質とESCRT-1構成因子TSG101の相互作用の意義第69回日本ウイルス学会学
術集会、令和４年11月14日、国内. 

334. 癌幹細胞形成におけるChitosan培養の効果、黒田京佑、野村尚生、太田悠介、梁井史織、前仲勝実、第95回日本
生化学会大会、名古屋国際会議場、令和４年11月10日、国内、ポスター 

335. 癌癌幹細胞様細胞の成熟過程解析、竹内若菜、野村尚生、太田悠介、黒田京佑、前仲勝実、第95回日本生化学会
大会、名古屋国際会議場、令和４年11月10日、国内、ポスター 

336. 癌幹細胞様細胞株のALDH活性評価、梁井史織、野村尚生、太田悠介、黒田京佑、前仲勝実、第95回日本生化学会
大会、名古屋国際会議場、令和４年11月10日、国内、ポスター 

337. Development of COVID-19 therapeutics at Center for Research and Education on Drug Discovery of Hokkaido 
University、前仲勝実、CJK Symposium on the Development and Collaboration of Innovative Drug Research 
amid COVID-19、オンライン、令和４年11月２日、国外、口頭 

338. 癌幹細胞形成におけるChitosan培養の効果、黒田京佑、野村尚生、太田悠介、梁井史織、前仲勝実、第95回日本
生化学大会、ポスター、令和４年11月、国内 

339. 高純度な癌幹細胞の生化学的特性の解析、太田悠介、野村尚生、梁井史織、黒田京佑、竹内若菜、前仲勝実、第
95回日本生化学大会、ポスター、令和４年11月、国内 

340. 癌幹細胞様細胞株のALDH活性評価、梁井史織、野村尚生、太田悠介、黒田京佑、前仲勝実、第95回日本生化学大
会、ポスター、令和４年11月、国内 

341. 癌幹細胞様細胞の成熟過程解析、竹内若菜、野村尚生、太田悠介、黒田京佑、前仲勝実、第95回日本生化学大
会、ポスター、令和４年11月、国内 

342. 「世界初IDP酵素の検証」大和田ゆうき、澤田光平、荒井彩花、田所高志、南篤志、前仲勝実、久米田博之、姚
閔、及川英秋、尾瀬農之、令和４年度日本結晶学会年会、ポスター、令和４年11月、国内 

343. 「新型コロナウイルスに対するスーパー中和抗体UT28Kの分子基盤」喜多俊介、安楽佑樹、小澤龍彦、谷英樹、
五十嵐笑子、佐賀由美子、稲崎倫子、川筋仁史、山田博司、佐々木宗一郎、染川真由、佐々木慈英、早川芳弘、
山本善裕、森永芳智、黒澤信幸、磯部正治、福原秀雄、前仲勝実、橋口隆生、岸裕幸、北島勲、齋藤滋、仁井見
英樹、令和４年度日本結晶学会年会、口頭・ポスター、令和４年11月、国内 

344. 「強力な中和抗体NT-108によるSARS-CoV-2スパイクタンパク質認識の構造的基盤」安楽佑樹、前仲勝実、第69回
日本ウイルス学会学術集会、口頭、令和４年11月、国内 

345. 新型コロナウイルスの中和抗体に関する構造生物学研究、喜多俊介、前仲勝実、第８回北大・部局横断シンポジ
ウム、オンライン、令和４年10月28日、国内、口頭 

346. Preparation of human immunodeficiency virus type-2 （HIV-2） envelope glycoprotein for structure 
analysis，Yuki Anraku, Shunsuke Kita, Hideo Fukuhara, Haruka Kawabata, Takaki Akiyama, Simon Davis, 
Atsushi Furukawa,Thushan I. de Silva, James E. Robinson, Yuguang Zhao, E. Yvonne Jones, David Stuart, 
Juha T Huiskonen, Sarah Rowland-Jones, Katsumi Maenaka, 第60回日本生物物理学会年会、函館アリーナ・函
館市民会館、令和４年９月29日、国内、ポスター 

347. Single particle analysis of silkworm storage proteins，Shunsuke Kita, Yuki Anraku, Cong Tian and 
Katsumi Maenaka,第60回日本生物物理学会年会、函館アリーナ・函館市民会館、令和４年９月28日、国内、ポス
ター 

348. 免疫受容体LILRA2のANGPTL6認識機構、Molecular mechanism of ANGPTL6 recognition by immune activation 
receptor LILRA2 Jiaqi Wang, Atsushi Furukawa, Rika Yamazaki, Kouyuki Hirayasu, Tsuyoshi Kadomatsu, 
Yuichi Oike, Hisashi Arase, Katsumi Maenaka, 第60回日本生物物理学会年会、ポスター、令和４年９月、国
内 

349. カイコstorage proteinの単粒子解析、Single particle analysis of silkworm storage proteins、Shunsuke 
Kita, Yuki Anraku, Cong Tian, Katsumi Maenaka, 第60回日本生物物理学会年会、ポスター、令和４年９月、
国内 



  

350. 狂犬病ウイルスのP蛋白質が宿主のJAK-STAT経路を阻害する分子機構の解明Molecular dissection on how rabies 
virus P-protein inhibits JAK-STAT pathway of host Aoi Sugiyama, Miku Minami, Yukihiko Sugita, Mika 
Hirose, Shunsuke Kita, Katsumi Maenaka, Min Yao, Toyoyuki Ose, 第60回日本生物物理学会年会、ポスタ
ー、令和４年９月、国内 

351. 構造解析に向けたヒト免疫不全ウイルス2（HIV-2）エンベロープ糖タンパク質の調製、Preparation of human 
immunodeficiency virus type-2 （HIV-2） envelope glycoprotein for structure analysis Yuki Anraku, 
Shunsuke Kita, Hideo Fukuhara1, Haruka Kawabata1, Takaki Akiyama1, Simon Davis2, Atsushi Furukawa, 
Thushan I. de Silva, James E. Robinson, Yuguang Zhao, E. Yvonne Jones,David Stuart, Juha T Huiskonen, 
Sarah Rowland-Jones, Katsumi Maenaka, 第60回日本生物物理学会年会、ポスター、令和４年９月、国内 

352. 北大創薬センターのCOVID-19治療薬開発の現状と展望、前仲勝実、日本分析化学会有機微量分析研究懇談会・計
測自動制御学会力学量計測部会合同シンポジウム、口頭（招待講演）、令和４年６月、国内 

353. MHC class I様分子CD1dと糖脂質複合体のX線結晶構造解析、喜多俊介、秋田穂、日下裕規、TIAN Cong、田所高
志、井貫晋輔、新山真由美、杉山成、村田道雄、藤本ゆかり、前仲勝実、日本蛋白質科学会年会プログラム・要
旨集22nd（Web）、令和４年 

354. SARS-CoV-2スパイク蛋白質と中和抗体NT-193複合体のX線結晶構造解析、喜多俊介、小野寺大志、安達悠、森山
彩野、野村尚生、田所高志、安楽佑樹、湯本航平、田聡、福原秀雄、鈴木干城、橋口隆生、高橋宜聖、前仲勝
実、量子ビームサイエンスフェスタ（Web）、令和４年 

355. 構造解析に向けたヒト免疫不全ウイルス2（HIV-2）エンベロープ糖タンパク質の調製（Preparation of human 
immunodeficiency virus type-2（HIV-2） envelope glycoprotein for structure analysis） Anraku Yuki, 
Kita Shunsuke, Fukuhara Hideo, Kawabata Haruka, Akiyama Takaki, Davis Simon, Furukawa Atsushi, de 
Silva Thushan I., Robinson James E., Zhao Yuguang, Jones E. Yvonne, Stuart David, Huiskonen Juha T., 
Rowland-Jones Sarah, Maenaka Katsumi 生物物理 62（Suppl.1-2） S350-S350 令和４年８月 

356. 免疫受容体LILRA2のANGPTL6認識機構（Molecular mechanism of ANGPTL6 recognition by immune activation 
receptor LILRA2） Wang Jiaqi, Furukawa Atsushi, Yamazaki Rika, Hirayasu Kouyuki, Kadomatsu Tsuyoshi, 
Oike Yuichi, Arase Hisashi, Maenaka Katsumi 生物物理 62（Suppl.1-2） S269-S269 令和４年８月 

357. ショウジョウバエを活用した膵がんの創薬研究 小菅信哉、平田大賀、関谷翔、山村凌大、園下将大、BIO 
Clinica 38（10） 16-20、令和５年８月、招待有り責任著者 

358. ショウジョウバエを活用した計画的な個体レベルのセレンディピティによるがん研究の加速、佐藤悠介、園下将
大、医学のあゆみ282（9）798-800、令和４年８月、招待有り責任著者 

359. 人を惹きつける魅力的なプレゼンをめざそう!、石田晋、小沢洋子、近藤峰生、園田康平、中澤徹、安川力、山
城健児、Retina Medicine 11（1）1-8、令和４年４月 

360. 好中球様細胞に分化させたHL-60細胞のケモタキシスにおけるMFN2及びMFN2結合タンパク質の役割、真崎雄一、
東恒仁、小林純子、小野寺康仁、日本薬理学会年会要旨集96 2-B-P-112、令和４年 

361. 炎症収束性脂質メディエーターResolvin E3（RvE3）誘導体の抗炎症性効果、齋藤悠、齋藤従道、矢冨正清、鶴
巻寛朗、古賀康彦、佐藤真季子、武藤壮平、宇野翔吾、砂長則明、前野敏孝、石塚全、福田隼、周東智、久田剛
志、アレルギー72（6-7） 949-949、令和５年８月 

362. Resolvin E3（RvE3）誘導体の抗炎症性効果の解析、齋藤悠、矢冨正清、齋藤従道、古賀康彦、鶴巻寛朗、佐藤
真季子、藤原広一、福田隼、砂長則明、前野敏孝、石塚全、周東智、久田剛志、日本呼吸器学会誌12（増刊）
312-312、令和５年３月 

363. アレルギー疾患における免疫細胞による病態形成とその解明 Resolvin E3のマクロファージ内シグナル伝達経路
に及ぼす影響の解析、矢冨正清、古賀康彦、齋藤悠、佐藤真季子、山口公一、山口彩、三浦陽介、鶴巻寛朗、原
健一郎、砂長則明、前野敏孝、周東智、久田剛志、アレルギー71（6-7）795-795、令和４年８月 

364. ResolvinE1、E2、E3のアレルギー性気道炎症に対する効果の検討、佐藤真季子、青木悠、鶴巻寛朗、矢冨正清、
古賀康彦、砂長則明、石塚全、土橋邦生、周東智、前野敏孝、久田剛志、日本呼吸器学会誌11（増刊）282-
282、令和４年４月 

365. 血管内皮細胞におけるSARS-CoV-2侵入機構の解析（Analysis of SARS-CoV-2 uptake mechanism in vascular 
endothelial cells）、桜井優弥、間石奈湖、藤岡容一郎、大場雄介、武田遼、佐々木道仁、大場靖子、樋田泰
浩、澤洋文、樋田京子、日本病理学会会誌113（1）369-369、令和６年２月 

366. ザンビアにおけるブタインフルエンザの疫学調査、播磨勇人、奥谷公亮、梶原将大、小川寛人、Simulundu 
Edgar、Bwalya Eugene、邱永晋、迫田義博、西藤岳彦、Hang' ombe Bernard、澤洋文、Mweene Aaron、高田礼
人、日本獣医学会学術集会講演要旨集166回154-154、令和５年９月 

367. ザンビアのコウモリにおけるネルソンベイオルソレオウイルスの保有調査および分離ウイルスの病原性比較解
析、播磨勇人、 佐々木道仁、大場靖子、邱永晋、Changula Katendi、梶原将大、Simulundu Edgar、谷口怜、高
田礼人、西條政幸、Hang'ombe Bernard M.、澤洋文、日本獣医学会学術集会講演要旨集165回[F1P-09]、令和４
年９月 

368. 3種のヤブカ体内において選択されたジカウイルスのゲノム変異評価、下岡誠、三木要、江下優樹、大場靖子、
澤洋文、村松康和、内田玲麻、日本獣医学会学術集会講演要旨集165回[F1P-06]、令和４年９月 

369. 癌細胞で高発現する小胞体局在酵素によるWnt3a成熟機構の解明、梁井史織、太田悠介、野村尚生、前仲勝実、
日本生化学会大会プログラム・講演要旨集96回[2P-489]、令和５年10月 

370. 癌幹細胞様細胞の新規高純度株を用いた分化・初期腫瘍形成機構の検討、太田悠介、竹内若菜、梁井史織、黒田
京佑、野村尚生、前仲勝実、日本生化学会大会プログラム・講演要旨集96回[1T14a-503）]、令和５年10月 

371. 癌細胞株中に微量含まれる癌幹細胞様細胞株の生化学的特性の検討（Biochemical characteristics of a cancer 
stem-like cell included in trace amounts within commercial cancer cell lines）、太田悠介、梁井史織、
黒田京佑、竹内若菜、野村尚生、前仲勝実、日本癌学会総会記事82回996-996 令和５年９月 

372. 癌幹細胞形成におけるChitosan培養の効果、黒田京佑、野村尚生、太田悠介、梁井史織、前仲勝実、日本生化学
会大会プログラム・講演要旨集95回2P-289、令和４年11月 



  

 
〔メディア掲載〕 
373. ウイルス増殖抑制の化合物発見北大大学院・前仲教授らコロナ、デング熱の新薬期待、北海道新聞、令和５年11

月６日、北海道大、デングウイルスや新型コロナウイルス等の増殖を抑える広域阻害薬を発見～デング熱等の新
興・再興ウイルス感染症治療薬開発に期待～、日本経済新聞、令和５年10月17日 

374. 国産ワクチン迅速開発へ、日本経済新聞、令和５年12月29日 
375. 北海道大学、ワクチン効果高める物質作用の仕組み解明、日本経済新聞、令和５年７月５日 
376. 広範なコロナウイルス株に効果のある抗体医薬品を分子シミュレーションにてデザインすることに成功、プレス

リリース、令和６年１月16日 
377. 北海道大、オミクロンXBB.1.5のウイルス学的特性の解明～新型コロナウイルスの⽣態の全容解明に貢献すると

期待～、日本バイオテク、令和６年２月16日 
378. 新型コロナウイルス変異株の構造特性を解明－流行株の変化を原子レベルで可視化－、プレスリリース、令和６

年10月８日 
379. 膵がん治療標的を発見北大遺制研の園下将大教授ら、科学新聞、令和５年７月７日 
380. がん治療薬効果宇宙で検証へ北海道大・JAXA無重力下でハエ使い北大遺制研の園下将大教授ら、北海道新聞、令

和６年９月６日 
 
〔授業科目〕 
381. Hokkaidoサマー・インスティテュート「ライフイノベーションセミナー」（創薬科学特別講義Ⅰ、１単位） 
382. Hokkaidoサマー・インスティテュート「バイオキャンプ」（創薬科学特別講義Ⅱ、１単位） 
383. Hokkaidoサマー・インスティテュート「先端医薬学特論」（創薬科学特別講義Ⅱ、１単位） 
384. Hokkaidoサマー・インスティテュート「バイオ医薬学特論」（創薬科学特別講義Ⅱ、１単位） 
385. 薬学部専門科目・薬学概論：令和５年７月10日開催及び令和６年７月８日、善光龍哉先生（AMED、東大創薬機

構）内容：薬学と仕事６＜薬を創る～世界の人々の健康で豊かな生活に貢献するために～＞、参加人数：約80人 
386. 薬学部３年次学生の薬用植物園実習、北海道大学薬学部附属薬用植物園 
387. 薬用植物園札幌医療福祉秘書専門学校見学、北海道大学薬学部附属薬用植物園 
388. 薬用植物園生薬漢方薬認定薬剤師研修、北海道大学薬学部附属薬用植物園 
389. 薬用植物園医薬専門学校見学、北海道大学薬学部附属薬用植物園 

 
〔セミナー・シンポジウム〕 
390. 第30回ファーマサイエンスフォーラム/2024 Joint Conference – Korea Society for Protein Science & Protein 

Science Society of Japan、Korea-Japan International Symposium on Protein Science （Joint Conference） 
Workshop :令和６年６月14－15日開催、内容：日韓合同カンファレンスとして、両国蛋白質科学会から日本・韓
国において国際的に第一線で活躍されているタンパク質科学の分野の演者を招き、若手研究者及び学生も発表す
るシンポジウムを開催した。参加人数：200人（海外からの参加者約60人） 

391. 第24回日本蛋白質科学会の開催、令和６年６月11－13日開催、内容：日本国内だけでなくアジア（台湾、シンガ
ポール、中国、韓国など）、北米などからも参加者を集め、本拠点からもクライオ電子顕微鏡による成果を広く
発信した。参加人数：983人 

392. 第29回ファーマサイエンスフォーラム、令和６年３月13日開催、内容：北海道大学内のBINDS２拠点の紹介とタ
ンパク質構造解析研究者による結晶及びクライオ電子顕微鏡解析を主としたシンポジウムを開催した。招待公
演：Wladek Minor教授（The University of Virginia, アメリカ）参加人数：70人 

393. 第28回ファーマサイエンスフォーラム／第３回GI-CoREバイオサーフィス創薬グローバルステーション国際シン
ポジウム：令和５年３月30日開催、内容：アメリカ、イギリス、台湾からの国際講演、さらに若手シンポジウム
も実施し、国際シンポジウムを開催した。招待公演：Prof. Michael Rod Zalutsky（デューク大学、オンライ
ン）、Dr. Steve Roffler（Academia Sinica）、Dr. Takashi Kei Kishimoto（Selecta Biosciences，アメリ
カ）、Prof. Jun Ishihara（Imperial College London）他、参加人数：73人 

394. 生物物理若手の会研究交流セミナー（研究紹介とキャリア選択）にて講演：令和５年６月30日開催、内容：喜多
俊介「〜X線と電子顕微鏡を併用して新型コロナウイルスに挑む〜」、参加人数：50人 

395. 北海道薬学大会及び日本薬学会北海道支部例会の開催：令和４年５月21・22日オンラインでの開催 
396. BINDS共催Cryo-EM Workshop：令和６年６月14日開催、内容：クライオ電顕の操作体験、参加人数：23人（海外

からの参加者が半数以上） 
397. 大学院講義Hokkaido Summer Instituteにてクライオ電子顕微鏡実習：令和５年８月２日開催、内容：単粒子解

析の実習、参加人数：約20人 
398. VitroJetトレーニング：令和５年５月31日、６月１日開催、内容：VitroJetを用いたグリッド作製のトレーニン

グ、参加人数：５人 
399. EM ICEトレーニング：令和５年５月10-12日開催、内容：クライオCLEM、EM ICEの技術習熟について、参加人

数：３人 
400. クライオ電子顕微鏡・トレーニング：令和５年４月５－６日、内容：トモグラフィーのデータ収集について、参

加人数：５人 
401. クライオ電子顕微鏡施設技術交流会：令和４年11月21－22日開催、内容：クライオ電子顕微鏡施設の技術交流、

北大施設の見学、参加人数：43人 
402. Cryo FIB-SEMのセミナー：令和４年10月４日開催、内容：Thermo社のproduct managerであるAlex Rigortによる

FIB-SEMを用いた研究の紹介、参加人数約20人 
403. クライオ電子顕微鏡使用者説明会・トレーニング：令和４年５月18－20日、６月29日－７月１日、７月12－15

日、９月６－９日、10月24日開催、内容：クライオ電子顕微鏡の技術習熟、収束イオンビームFIB-SEMの技術習
熟について 



  

404. 物理化学機器の使用説明会：令和５年７月10－12日開催、内容：超微量分子量分布測定装置（Refeyn）の利用法
とその応用について、参加人数：約20人 

405. Prometheus Panta（Nanotemper社）の機器デモ：令和４年11月17－18日開催、内容：Prometheus Pantaを用いた
研究の紹介と機器のデモ、参加人数：約10人 

 
・細胞培養関連セミナー等 
406. ジークエンサー機器利用説明会：令和５年11月９日開催、内容：シークエンサー、参加人数：約15人 
407. 三次元培養細胞の三次元画像解析勉強会：令和４年11月30日開催、内容：三次元培養細胞の三次元画像解析につ

いて、参加人数：６人 
408. Matrimix（ニッピ）web meeting：令和４年８月24日開催、内容：Matrimixを用いた三次元培養について、参加

人数：5人 
409. セルソーターSH800（Sony）高度利用説明会：令和４年４月11日開催、内容：SH800の解析ソフトウェアの詳細利

用とシングルセル対応のための装置利用に関して、参加人数：６人 
 
・薬用植物園見学 
410. 薬用植物園医薬専門学校見学：令和５年７月４日開催、内容；薬用植物の見学、生薬テイスティング、薬用植物

のスケッチ、参加人数：51人 
411. 薬用植物園生薬漢方薬認定薬剤師研修：令和５年６月17日開催、内容：薬用植物の見学及び座学、参加人数：10

人 
412. 薬用植物園札幌医療福祉秘書専門学校見学：令和５年６月14日開催、内容：薬用植物の見学、生薬テイスティン

グ、参加人数：43人 
413. 北大薬学部3年生の薬用植物園実習：令和５年５月22－23日、内容：薬用植物の見学、参加人数：80人 
 
・アウトリーチ 
414. 薬用植物園一般公開、前仲勝実、北海道大学薬学部附属薬用植物園、令和５年７月８日、国内 
415. 北広島高校にて講演、前仲勝実、北広島高校、令和５年８月23日、国内 
416. インターナショナルスクールの小学生による薬学部見学、前仲勝実、北海道大学薬学部、令和５念９月28日、国

内 
417. リカレント教育、前仲勝実、北海道大学薬学部、令和５年10月10日、国内 
418. 新型コロナウイルス研究におけるクライオ電子顕微鏡の活用、九州大学薬学研究院公開講座にて講演、前仲勝

実、九州大学薬学部、令和５年10月29日、国内 
419. BSL3クライオ電子顕微鏡によるSARS-CoV-2ウイルスの構造解析、BINDSシンポジム2023、前仲勝実、よみうり大

手町ホール+WEB、令和５年11月16日、国内 
420. 新型コロナウイルス感染症治療薬の臨床と感染防止対策、前仲勝実、第69回日本ウイルス学会学術集会第404回

ICD講習会、口頭、令和４年11月、国内 
421. 新型コロナ治療薬の開発北大創薬センターの取り組み、前仲勝実、令和４年度北海道大学公開講座（全学企画）

コロナ時代の新常識、令和４年７月、オンライン 
 

４．今後の計画  
年次計画 
令和６年度計画 
令和６年６月 産学融合ライフイノベーションセンター・シンポジウム（実施済み） 
令和６年６月 産学融合ライフイノベーションセンター・シンポジウム（実施済み） 
令和６年６月 国際クライオ電顕ワークショップ（実施済み） 
令和６年６～８月  Hokkaidoサマー・インスティテュート（バイオキャンプ等の実施）（実施済み） 
随時開催 各種機器セミナー 

 
令和７年度計画 
夏 Hokkaidoサマー・インスティテュート（バイオキャンプ等の実施） 
夏 産学融合ライフイノベーションセンター・シンポジウム 
夏 国際クライオ電顕ワークショップ 

 
令和８年度計画 
夏 Hokkaidoサマー・インスティテュート（バイオキャンプ等の実施） 
夏 産学融合ライフイノベーションセンター・シンポジウム 
夏 国際クライオ電顕ワークショップ 

 
本拠点は、先端融合領域イノベーション拠点形成プログラム「未来創薬・医療イノベーション拠点形成」事業の

ミッションを受け、学内の部局を超えた創薬開発の拠点となり、多くの共同研究を実施し、論文・特許・産学連携
を急速に進める役割を十分に果たしてきた。特筆すべき成果としては、塩野義製薬による新型コロナウイルス治療
薬エンシトレルビル（ゾコーバ）を開発したこと、BSL3病原体である新型コロナウイルスを生きたままの状態でク
ライオ電子顕微鏡によって観察することに世界で初めて成功したことが挙げられる。これらは、部局を超えた学内
の連携から生まれた成果であり、本拠点設置の意義を示すものである。さらに、産学・地域協働推進機構との強い
結びつきにより多くの特許を取得し、グローバルな観点から海外企業との共同研究等を行っている。また、北海道
大学病院臨床研究開発センターとの連携により、より実践的なアカデミア創薬を推進できる素地が整った。本学発



  

創薬ベンチャー「遠友ファーマ」の起業と事業展開は本学の創薬系スタートアップの成功例である。 
なお、本拠点立ち上げ時に活動計画として掲げていた先進創薬科学研究局センター（仮称）の設置については、

本学全体で大学院改革に向けた検討が行われる中、大学の方針及び拠点構成員の意見を踏まえ、認定期間中に具体
化させる予定である。 
 

５．拠点構成員  

 

氏  名 所属部局・役職等 専門分野 備  考 

前仲 勝実 大学院薬学研究院・教授 構造生物学 代表者 

石森 浩一郎 大学院理学研究院・教授 構造生物学  

市川 聡 大学院薬学研究院・教授 創薬化学  

黒木 喜美子 大学院薬学研究院・教授 免疫学  

周東 智 大学院薬学研究院・教授 創薬化学 現在は名誉教授 

野村 尚生 大学院薬学研究院・特任講師 創薬化学  

前田 直良 大学院薬学研究院・客員教授 ウイルス学  

児玉 耕太 大学院薬学研究院・客員教授 経営学・創薬科学  

齊藤 貴士 大学院薬学研究院・客員准教綬 構造生物学  

松田 彰 大学院薬学研究院・招聘教員 創薬化学  

門出 健次 大学院先端生命科学研究院・教授 化学生物学  

西村 紳一郎 大学院先端生命科学研究院・教授 化学生物学  

比能 洋 大学院先端生命科学研究院・教授 化学生物学  

尾瀬 農之  大学院先端生命科学研究院・教授 構造生物学  

姚 閔  大学院先端生命科学研究院・教授 構造生物学 現在は名誉教授 

金城 政孝  大学院先端生命科学研究院・教授 細胞生物学 現在は客員教授 

五十嵐 靖之 大学院先端生命科学研究院・客員教授 生化学  

石田 晋 大学院医学研究院・教授 眼科学  

小野寺 康仁 大学院医学研究院・准教授 細胞生物学  

園下 将大 遺伝子病制御研究所・教授 細胞生物学  

福原 秀雄 人獣共通感染症国際共同研究所・准教授 ウイルス学  

澤 洋文 創成研究機構ワクチン研究開発拠点・教授 ウイルス学  

喜田 宏 創成研究機構ワクチン研究開発拠点・特任教授 ウイルス学  

湯山 耕平 産学・地域協働推進機構・特任准教授 生化学  
  

 


